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もの養育にあたっていく必要がある。本論で
は認知能力と非認知能力とをバランスよく育
成する方向性を探るため、その出発点、芽生
えの時期である乳児期に焦点を当て、出生直
後からの乳児の縦断的な資料を基にしながら
考察する。
　認知発達については、日本では1960年代か
ら1980年代前半にかけて、J.ピアジェの発達
理論が主流となり、多くの追試、検証が行わ
れた。今日も、多くの心理学関係のテキスト
ではこのピアジェの理論は基本として取り上
げられている。認知とは外界の刺激を取り入
れそれに対して働きかけていく過程であり、
知覚、知能、思考、学習、記憶、言語などの
能力が含まれる。
　ピアジェは認知能力の発達段階を４段階に
分け、さらにそのうちの第１段階の感覚運動
的知能の段階を下記の６つに分けている。
１）反射的な活動、反射的なシェマの使用（生
後１ヶ月まで）
　原始反射をシェマとして用いながら外界と
関わる。同化と調節の芽生えが見られる時期
である。
２）最初の適応行動の獲得と第一次循環反応
の成立（生後１ヶ月～生後４ヶ月）
１　問題
　2018年度より施行される新幼稚園教育要領
と新保育所保育指針には、近年注目されてき
た「非認知機能（スキル）」（Non-cognitive 
skills）の育成に関する内容が盛り込まれて
いる。
　非認知能力とはOECDでは「社会情動的ス
キ ル（Social-emotional skills ）」 と 呼 ば れ、
目標や意欲、興味・関心を持ち、粘り強く、
仲間と協調して取り組む力や姿勢であると考
えられている（無藤2016）。
　日本の教育の中で、従来、早期教育、知育
等の認知能力の育成に重きを置いてきたこと
により出てきた子どもの成長発達に関する
様々な問題を是正することを念頭に、非認知
能力を伸ばすための内容が今回の改訂の中に
盛り込まれたのであるが、保育の現場では、
これからしばらくの間は、非認知能力が重要
視され、様々なことが試みられていくであろ
う。それに翻弄されてしまって、認知能力の
育成がおろそかにされることがないか懸念さ
れるところである。非認知能力を育むことは
認知能力の発達を促進することにも貢献する
と考えられる。両者の均衡を保ちながら子ど
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２　方法
観察対象と記録法
　出産予定日よりも２週間早い分娩だが正常
分娩（体重2,870g、身長49.0cm）の男児に関
する観察記録を用いながら、認知能力、非認
知能力について考察する。共に20歳代の夫婦
の第一子である。縦断的に不定期に参加観察
を行い、また補助的にビデオカメラを用い記
録した。この縦断的調査研究実施に関しては
予め保護者の同意を得ている。
３　結果及び考察
（１）新生児期から生後２ヶ月までの時期の
他者との関係
【経過】
________________________________________
0:0:3 （生後０歳０ヶ月３日目：以下子ども
の年齢は同様に表示する）
 抱きあげて30㎝程の距離で見つめても
視線を合わすことが難しい。赤球を追
視しない（ブラゼルトン1979）。
 新生児室で同室の４名の他児について
は１名が泣き出すと順番に泣き始めた
のに対し、本児には伝染性の泣き（や
まだ1987）が全くみられない（観察20
分間に２回他児たちが泣く機会があっ
た）。弱々しくまた頻度も低いが生理
的泣きはみられる。
 自発的微笑が見られる。
 母親が胎児期に歌った曲を歌ったり、
胎児期に話しかけていた言葉を語り掛
けたりすると表情が和らぐ。
0:0:11 時々視線が合うようになる。
0:0:12 自発的微笑以外に誘発的微笑が見られ
　主に自分の身体を用いた循環反応が生じる。
同化と調節が分化してくる時期である。
３）第二次循環反応の成立、手と目の協応（生
後４ヶ月～生後８ヶ月）
　目と手の協応が発達し、自分の身体だけで
なく玩具などの対象物を介した活動が見られ
るようになる。
４）２次的シェマの協応、目的と手段の分化、
物の永続性の理解（生後８ヶ月～生後12ヶ月）
　目的と手段が分化し、目的に適した手段が
選択できるようになる。物を見たり触ったり
できなくても、どこかに物が存在し続けてい
ることが理解できるようになる。
５）第三次循環反応の成立、能動的探索・試
行錯誤による新しい手段の発見（生後12ヶ月
～生後18ヶ月）
　目的を達するために試行錯誤的に様々な手
段を試し新しい方法を見出すようになる。
６）感覚運動的知能の完成、シェマの内面化、
洞察的課題解決の始まり（生後18ヶ月～生後
24ヶ月）
　実際に試行錯誤的に方法を試さなくても洞
察することができ、一瞬にして新しい方法を
見出すことができるようになる。
　ピアジェはこの認知の発達はシェマの同化
と調節、均衡化によって図られると考えてい
る。
　本論では、感覚運動的知能の段階の中の、
反射的な活動と物の永続性の理解、及び、物
的環境の一つである絵本という児童文化財を
子どもがどのように扱うかということに注目
し、それらの始まりから獲得までの発達過程
に関し、事例を基にしながら考察する。さら
に、得られた知見から、認知能力、非認知能
力の育成についての今後の課題を考える。
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気持ちがよくなったのか、にこっと微
笑む。
0:1:4 クーイングが始まる。
0:1:5 REM睡眠時の驚愕反応に自分で驚い
て目を覚ます。
 抱いている時に３秒程視線が合う。（そ
の後、視線が合うようになっていっ
た。）
0:1:7 社会的微笑が出現する。母親が声を掛
けると相手の目を見ながら微笑する。
児から微笑みかけてくる。
 おとなが児の手足を持って上下、左右
に動かしたり、腹部を撫でたりすると
瞳を細めて少し口角を上げ嬉しそうな
表情をする。
________________________________________
【考察】
　本児は、出生直後、いつまでもよく寝てお
り、あまり泣かなかった。これが生来の気質
であった。手のかからない子どもと思い、刺
激を与えないでいた場合、恐らく所謂サイレ
ントベビーといわれる無表情で無反応な状態
になっていた可能性がある。
　児に関わるおとなたちは、３時間ごとに起
こし授乳すること、絶えず目を見てにこやか
に語り掛けること、ぐずる時には抱くこと、
排泄時に関しては（紙おむつを使用している
が）、なるべく頻繁におむつを交換すること
を心掛け実践した（一番接触の多い母親は普
段から自然に、にこやかな表情をする）。そ
のため、生後11日目にはそれまで全く合わな
かった視線がいくらか合うようになり、生後
１ヶ月以降にはしっかりと見つめあうことが
できるようになっていった。また社会的微笑
が出現してからは、とてもよく笑うように
なった。さらに、一人にされていると泣いて
る。
 泣いた時に抱き上げて歩き回ることを
続けてきたためか、退屈な時に泣く（抱
き上げることを要求して、抱き上げら
れると泣き止む。または抱き上げて歩
く、抱き上げて歌を歌うと泣き止むた
め、児は退屈であり、それが不快であっ
たので泣いたと判断した）と抱き上げ
てもらえるということがわかってきた。
0:0:13 視線が合うと微笑む（おとなの所謂ニ
ンマリと似た表情）。
0:0:17 抱き上げて部屋の中を移動する。今ま
でと異なる風景が見えると、人と視線
を合わすわけではなく、ひとりで勝手
に一瞬ニコと微笑む。
0:0:18 視線を合わせてもすぐに逸らすことが
多い。
0:0:19 母親が「いい子だね」と言葉掛けする
と「ウーン」と発する。
0:0:20 母親が桃太郎の素話をすると（内容が
わかる訳ではなく、音声として）黙っ
て聴いている。視線は合わせない。
 おとなが児をあやす時に歌う曲目に
よって、泣き止んだり泣き止まなかっ
たりする（旋律の好みがあるようであ
る）。
0:0:22 REM睡眠時に自発的微笑が見られる。
 視線もしっかり合っているわけではな
い。
 授乳が嫌な時には口をつぐみ開けない。
0:0:23 泣いている時に母親が授乳の体勢をす
ると泣き止む（予期の泣き止み（やま
だ1987）
 相手の目を見ながら微笑む。
0:0:24 ミルクを飲む量が少なくぐずることが
多い（体調が悪い）。げっぷをすると
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　・　　　　　　　　　・
0:5:10 手足の把握反射、バビンスキー反射が
見られる。（生後10ヶ月目では全く見
られなくなる。）
0:5:13 就寝時に自発運動の驚愕反応が見られ
る。
0:7:3 嚥下は上手くないが、むせる時の咳込
み方が上手くなり、すぐにすっきりし
た表情になる。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【考察】
　２週間予定日より早く出生したためか、出
生直後には手指の把握反射がなかなか出現せ
ず、その消滅の時期も遅めであった。また生
後５ヶ月の時点でもまだ原始反射が観察され
たことから、脳の下位中枢の機能の発育が、
標準とされる水準よりやや遅れ気味であった
ことが推定される。しかしながら生後６ヶ月
以降には、原始反射は、ほとんど出現しなく
なってきているので、脳も標準的に働いてき
たと考えられる。
（３）物の永続性の獲得過程
【実験手続き】
材　料：乳児が興味を持っているお気に入り
の玩具１個
 白色の布　２枚
手続き：２枚の布を乳児の目前に置き、片方
の布の下に玩具を入れる。
 手で布を払いのけて玩具を掴むか否
かをみる。
 左右ランダムに入れ替えて４試行行
う。
【結果】
0:2:28 児の目前で玩具に１枚の布をかけると
視線をそらす。布を取ると玩具が現れ
人を呼び、抱き上げてあやされると満足して
泣き止むというように、人との関係が持てる
ようになった。そして生後７ヶ月過ぎからは
人見知りが始まった（0:7:6に観察されてい
る）。
（２）原始反射・自発運動・新生児模倣等の
出現から消滅まで
【経過】
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
0:0:2 吸啜反射、自動歩行、クローリング、
モロー反射、バビンスキー反射、足指
の把握反射の強度については問題な
かったが、手指の把握反射は弱く、ほ
とんど見られなかった。
0:0:10 おとなが舌を出し入れすると少し舌を
出す。（以降舌出しの模倣はよくする
ようになる）
 驚き、怒り、渋面、笑顔に対しての模
倣反応はない。
 （以降驚き、怒り、渋面については児
への負の影響を考えて実施しないこと
にした。）
0:0:15 手指の把握反射はないが、反射ではな
く自発的に指を握ることはある。
 授乳中に鼻から母乳が出る。大泣きを
してくしゃみで治る。（出生直後から
嚥下能力が低くすぐにむせることが多
かった。）
 身体の支えを外すとモロー反射が見ら
れる。
0:0:16 手指の把握反射はみられない。
0:0:19 手指の把握反射がみられる。強度もあ
る。
0:0:22 大きな音に対してのモロー反射が度々
見られる。
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隠した玩具の数が減ると驚くことから数の多
少等判断に関し、少なくとも０と１との区別
はできている可能性が示唆される。生後７、
８ヶ月の時点では、布で覆われてしまうと存
在しないものだと判断していた児ではあった
が、母親が毛布の下に隠れるという大掛かり
な設定場面で、毛布の下に母親がいることに
気づく経験をしたことから、本来の課題も解
決することができるようになった。玩具を移
動させた実験は生後12ヶ月から18ヶ月の間に
成功する課題であるので、本児はこの物の永
続性に関する能力については順調に獲得して
いると考えられる。
（４）絵本の取り扱い
【経過】
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
0:2:2 絵本を始めて見せる『いないいないば
あ』（松谷1967）を凝視している。
 頁が重なってめくれてしまったり、「ば
あ」の文字が見えなかったりすると、
「ウー」と苦情の発声をする。
0:2:12 絵本６冊を読み聞かせる。長文より、
『 じゃあ じゃあ び り び り 』（ ま つ い
1983）などオノマトペを使用した絵本
を読んだ時に声を出して笑う。
 母親自作の小型パネルシアターをよく
見る。
0:2:21 母親が絵本『いないいないばあ』『し
ろくまちゃんのホットケーキ』（わか
やま1998）を読み聞かせているところ
に声をかぶせてくる。（母親とその場
を共有していることが楽しい）
0:6:29 絵本を１冊読み聞かせると、その後続
けてまた読んでもらおうと、その絵本
を触る。
たので、微笑む。
 次に児の目の前で玩具に布をかける。
すぐに児にわからないようにそっと玩
具を抜き取る。布を取ると玩具がない
ので驚いた表情をする（数０と１の違
いは分かっている）。
0:7:12 ２枚の布の内、玩具を覆った布を見た
後、視線をそらす。
0:7:19 玩具を覆った布を払いのけることはな
く、布を見た後、視線をそらし、布の
上を這って横断する。
0:8:10 玩具を覆った布を払いのけることはな
く、布を見た後、視線をそらし、布の
上を這って横断する。
0:8:11 布団の上で仰臥位の母親が子どもの名
前を呼ぶ。子どもが匍匐前進しながら
その方向へ向かっているところで、母
親が頭部から足先まで全身を毛布で覆
うと、子どもは前進するのを止めて、
後ろを振り返る（父親がいる）。しば
らくその場に留まった後、前進し、毛
布に覆われた母親の上に乗る。発声し
ながら両手で毛布を叩く。母親の頭部
が一部毛布から見えると毛布を取り除
こうとする。母親が顔をのぞかせると
抱きつく。
0:8:20 ２枚の布の内、すぐに玩具を覆った布
を払いのけて玩具を掴み口に持ってい
く。
 さらに続けて片方の布の下に玩具を入
れたのち、子どもの目前でもう片方の
別布の下に玩具を移動すると、はじめ
に玩具を入れた布を払いのける。
【考察】
　生後２ヶ月の時点では、玩具が布に覆われ
てしまうと存在しないものと判断している。
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にくく、うまくできなかった。そのため、紙
がよれてしまったり、破けてしまったりする
こともあった。その点、布製の絵本は柔らか
いので紙で皮膚を切ったり、絵本の角が目に
入ったりするなどの怪我をする心配もなく、
安心して子どもに触らせたり、持たせること
ができる。このことでより絵本が身近なもの
になり、その後、さらに様々な絵本に興味を
持つようになったようである。また小型の本
は自分で手に持って見易いこともあり、よく
見ている。一方TVにはあまり興味を示さない。
　その他にもこの母親は、手作りの布製の指
人形・ペープサート・毬などしなやかな感触
の玩具を自作っている。
４　まとめと今後の課題
　生来獲得している気質、原始反射、物の永
続性の概念の獲得過程について観察実験を
行った結果、発達の初期の新生児期、乳児期
からすでに子どもは、人的・物理的環境の影
響を受けながら成長していく過程が確かめら
れた。
　発達の初期の時期から子どもに関わる者は、
意識して環境を整えていくことが大切であり、
それが子どもの認知能力、非認知能力を高め
ていく。無藤（2016）は非認知能力を育てる
ための留意点として①「保育者が子どもがお
もしろいと感じたり、関わったりしたくなる
素材をふんだんに用意する」②「保育者が対
話を通して、子どもの発想を豊かにしたり考
えを深めたりする」③「小学校とのつながり
を意識する」の３点を挙げている。これは集
団保育の場面だけでなく家庭教育においても
意識できることであり、今回の調査において
も自然に①②は実践されていた。幼児期とい
わずより早い時期からの対応が大切なのであ
 絵本を何冊か並べると自分で読んでほ
しい絵本を触って教える。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【考察】
　本児は絵本を読み聞かせてもらったり、自
分でいじったりして遊ぶことを好み、多くの
時間を費やしている。
　初期にはオノマトペが中心の絵本（例：ま
つい1983；松谷1967；三浦2013等）を好んで
見ていた。生後２ヶ月の時点では、おとなは
仰臥位や、腰を支えて座らせた姿勢で読み聞
かせをしている。生後６ヶ月の時点では、そ
の少し前（0:6:10）から寝返りがうてて、匍
匐前進もできるようになってきたので、伏臥
位で好きな絵本を選択できている。
　『だるまさんの』は『だるまさんが』より
も好んで見る。挿絵が本児にとって興味を持
てるような表現であることと「目」「毛」と
いう言葉遊びが面白いようだ。
　絵本を読み聞かせてもらって楽しむ一方で、
触ることにも面白さを感じるらしく、頁をめ
くろうとしたり、噛んだり、なめたりする。
　絵本の読み聞かせの場合には読み方によっ
ても子どもの興味の持ち方は異なる。本児の
母親はかなり声音を自在に変えて感情表現が
上手にできるので、より絵本に魅力を感じ、
興味を持つようになったようである。
　またこの母親は、自分で手作りした布製の
絵本も活用していた（初めて使用したのは
0:4:22）。これは、各頁を異なる布で作り、そ
の上にいろいろな果物をフェルトでアップリ
ケしてある絵本で、中にセロハン紙を入れて
ゴワゴワとした触感と、ガサガサ音がするよ
うに工夫されている。本児は絵本の頁をめく
ることに興味を持っていたが、厚紙の絵本は
上手くめくれるが、薄い紙質の絵本はめくり
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る。
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